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第1章　 緒言並に文献

真正癲 癇 の成 因 に関 して は古 来幾 多 の研 究

があるが,そ の成 因 として もつ とも よ く知 ら

れ てい る も の を 拾 つ て み る と, Forster1), 

Spielmeyer2)等 の血 管 攣縮 説, Bigwood3),宮

川4)等 の酸 アル カ リ平 衡障 害 説, Speransky5)

の中毒説, Fischer6)の 内 分 泌 異常 説 等 が あ

る.

一 方 真 正 癲 癇 と ア レル ギ ー と の関 係 に つ い

て み る と, Pagniez and Lieutaud7)が1919年

に は じめ てfool allergyに よ つ て 癲 癇 の 起

る症 例 を 報 告 し て お り,以 後Ward8), Howell9), 

Wallis10), Nicol and Craig10), McCready and 

Ray11), Ball12), Rowe and Richet13), Wilmer 

and Miller14), Forman15), Balyeat16), Winkel

mann and Moore17)等 はfood allergenに よ

つ て痙 攣 が 起 り,こ れ を 制 限 す る と起 ら な

く な る こ と を 認 め, Buchanan18), Ely19), 

Stiefler20),中 村21), Spangler22), Balyeat16), 

Adamson and Sellers23)等 は 家 族 歴 中 に 偏 頭

痛,喘 息,蕁 麻 疹,枯 草 熱,皮 膚 炎 等 の ア レ

ル ギー 性 疾 患 と癲 癇 とが 共 存 し て い る こ とが

多 い と の べ て い る. Vaughan24)は 真 正 癲 癇

は 第 一 義 的 に は 非 ア レル ギー 性 疾 患 と し て 記

録 され るべ き も の で あ ろ うが,と き と し て は

ア レ ル ギ ー,と くにfood allergyが 第 二 義

的 な 要 因 と し て 働 く も の とい うべ き で あ ろ う

とい つ て い る.ま たRosenow25)26)は 真 正癲

癇 患 者 の 鼻 咽 腔 粘 膜 に 生 棲 す る特 殊 な α-

streptcoccusに そ の 原 因 的 意 義 を み とめ, 

Bering27)は 真 正癲癇 は そ の脳 局 所過 敏症 で

あ ろ うとの説 を た て ゝい る.以 上 の ご と く,

癲癇 のア レル ギー説 の多 くは主 として痙 攣 素

質 に加 わ るあ る因子 として と りあ げ られ た も

ので あつ て,痙 攣 準 備状 態 或 は痙 攣 素質 そ の

ものが ア レル ギー に よつ て もた ら され る とい

う説 で は ない.

さきに教室の榊原28),笠 井29),清 水30)等は

ア レルギーによつて痙攣素質或は痙攣準備状

態が附与せられ るのではなかろ うか と考え,

真正癲癇患者に類似 の状態を実験的 にお こさ

しめることを企図 し,榊 原28)は卵 白抗原を,

清水30)は牛血清抗原を,笠 井29)は新鮮牛脳灰

白質燐脂質加牛血清を用いて家兎脳髄 にヘマ

トキシ リンエオジン染色,或 はニ ッスル染色

で器質的変化のほ とん ど認め られない程度 の

潜在性脳局所 アナフ ィラキシー(以 下潜在性

脳局 「ア」 と略記す る)家 兎を生成 し,こ の

家兎は対照家兎 に比 しカル ヂアゾール痙攣閾

値が下降 してお り,し か もこのよ うな状態 は

長期にわた り存続す ることを認め,こ れを動

物 に起 さしめた実験的癲癇症であ るとした.

次 いで大杉31)は健 康人 口腔粘膜 より分離 した

α型連 鎖状球菌で潜在性脳局 「ア」家兎を生

成 し,西 本32),立 花33)等は卵白或は非働化牛
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血清を抗原 として潜在性脳局 「ア」猫を生成

し,何 れ もカルヂア ゾール痙攣閾値 の低下が

長 期間存続す るこ とを認め てい る.ま た一方

榊原28),井 上34),清 水30),沖35),兼 松36),大

杉31),宇 都宮37)等は これ ら潜在性脳局 「ア 」

家 兎につ いて脳波,遊 離ア ミノ窒素量,糖 代

謝,コ リンエステラーゼ活性値等 を検索 し,

種 々な点 で真正癲癇患者脳 ときわめて類似 し

てい ることを明 らかに した.

他 方 脳 の 無 機 成 分 含 有 量 に つ い ては, 

Georgivskaya38), Weil39),君 付40)の 人 脳, 

Weil39)の 牛 脳,松 本41),橋 本42),宮 川43)

の家兎 脳, Tupikova and Gerard44)の 犬 脳, 

Herman45)の 猫 脳 等 に よ る 報 告 が あ り, 

Birva46)の 業 績 に よれ ば 下等 動 物 に な るほ ど

灰分 が 増 加 してい る とい う.こ れ ら無 機 成分

につ い て は1935年Ashford and Dixon47)が

Kの0.1M濃 度 が脳 の 好 気 性 解 糖 及 び 組織

呼 吸 を い ち ゞる し く高 め,他 方嫌 気性 解 糖を

抑 制 す る こ とを み とめ て以 来,脳 中 のKイ オ

ンには 重 要 な意 味 が 附 せ られ るにい たつ た.

つ いで 安 達48)は 脳 の 組織 呼 吸がCa或 はKを

欠 く リンゲ ル 液 中で は 最初 は亢 奮 す るが早 く

お とろ え る こ とを証 明 し,田 島49)は 延髄,間 脳

の組織 呼 吸 に対 してCaCl2は 抑 制 的 に作 用 し, 

KClは そ の 濃度 に比例 し亢 進 せ しめ る ことを

み とめた.す なわ ちKとCaは 拮抗 的 に働 く

の をみ とめ た.さ らにSabatani und Regoli50)

は 大脳 灰 白質 の興 奮性 はそ のCa含 有 量に よ

り左 右せ られ,そ の減 少 は興奮 性 を高 め て癲

癇痙 攣 を起 し,こ れ に 反 しCa含 有 量 の増 加

は 興 奮性 を 減 退 せ しむ る こ とを実 験 的 に証 明

し, Quest51)は 小 児 テ タニ ー屍 の脳 質Ca含

有 量 は 同一 年 令 の小 児 脳 質Ca含 有量 に比 し

い ち ゞる し く減 少 してい るのを認 め て い る.

さらに黒沢52)は痙攣発作前には組織 に水分

が 潴留 している と推論 し,血 清中Caは 著変

が ないがKは 発作 前の方が興奮性が正常にか

えつた時 よ り多い とい う.ま たGibbs, Lennox 

and Gibbs53)は 酸塩基平衡説 より癲癇患者血

液 中のNa, Kを 測定 し,正 常 人 との間に何

等 の変化 もなかつた ことを報告してお り,宮

川43)等 の水 投 与 に よ る実 験 に よれ ば痙 攣 発作

の直前 直後 に お い ては,血 清,大 脳 組 織 とも

にKの 減 少 が み られ た.ま たM. C. Qurrie54)

は灰 白質 のK含 有量 の減 少 が 抗痙 攣 作 用 の重

要 な一 面 で あ る と主 張 し てお り,こ の点 に つ

きDarromは 大 発 作 に 必 要 な条 件 とし てCa

の欠 乏, Kの 増 加, CO2の 過 剰,脳pHの

上昇 を あ げ てい る55).さ らに ア ナ フ ィラ キシ

ー とCa , Kと の 関 係 に つ い て み る と, A, 

Schittenhelm, W. Erhardt u. K, Warnet56)

は ア ナ フ ィラ キシ ー状 態 の家 兎 及 び犬 の肺 臓,

肝 臓,血 清 につ きCa, K含 有量 の測定 を 行 い,

血 清 で はCa量 は動 揺 し, K量 は 増加 し,肺

臓 で はCa, Kと も に 減 少 し,肝 臓 で はCa

は増 加 しKは 減 少す る と報 告 して お り,そ の

他 過 敏症 状 と血 清Ca, K含 有量 の 変動 に関 し

ては 梅 田57),伊 藤58),富 田59),長 山60)等 に よ

りCaの 増加, Kの 変動,あ るい は不 変 な ど色

々 な報 告が な され て い る.

か くの ご と く電 解 質,と くにCa, Kは 大 脳

の興 奮性 に重大 な関 係 が あ る と ゝもに,ア ナ

フ ィラ キシ ー とも密 接 な関 係 を もつ て い る.

私 は これ らの事実 よ りさき に教 室 の 榊原28),

笠 井29),清 水30),西 本32),立 花23)等 に よつ て

生 成 され,痙 攣 準 備状 態 を 附 与 した こ とを 実

証 され た 潜在 性 脳局 「ア」 猫 大 脳 のCa, K含

有量 を測 定 し,正 常 猫 との間 に いか な る変 動

が あ るか を し らべ る こ とに よつ て,真 正癲 癇

とア ナ フ ィラ キシー との関 係 に つ き さ らに新

しい知 見 を うるので は なか ろ うか と考 え,本

研 究 を 企 図 した次 第 で あ る.

 周知の ごと く真 正癲癇はきわめて慢性に経

過する疾患で,初 期では何 らの器質的変化は

認められないが末期にな ると脳髄及 び血管系

にかな り顕著 な器質的変化がみ とめ られ るも

のである.教 室の新 山61)は潜在性脳局 「ア」

家兎又は猫において も同様に急性期 と慢性期

とで組織化学的にかな りの差異がみ とめられ

ることを報告 してい る.よ つて私は急性並び

に慢性潜在性脳局 「ア」猫双方につき大脳 の

Ca, K含 有量 の測定を行つてみた.

実験動物 としては家兎 よ りも大脳 の発達程
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度の良好な猫を もちい,清 水30),西 本32)等の

行つた非働化牛血清抗原に よる方法 とほ とん

ど同様 の操作で潜在性脳局 「ア」猫を生成 し

た.一 方大脳 のCa, K含 有量は ビタ ミンB欠

乏並びに過剰時に変動す るといわれてお り, 

(Stefan Murza-Murzicz62))さ らに宮川43)等

の報告に よれば大脳におけ る無機物質含有量

は,卯 花 と乾燥藁 とで飼育せ る場合 とこれに

塩類混合飼料(毎 日食塩1g添 加せ るもの)

を使用せ る場合 とでは, Na, K, Ca, Mg, Clの

各々において,後 者がや ゝ高い値を しめ し,

なかんず くNa, K, Clに おいて と くに高 い値

をしめ してい る.ま た塩類 の補給は古来家兎,

猫等 の飼育に とつ ては不可欠 のものである.

すなわち これを行わ ない ときは私 のごと く6

ヶ月以上の長期にわた り猫を生存せ しめ る実

験を行 うことは不可能である.ゆ えに私は飼

料として麦及び魚類 の臓器に宮川43)等の行つ

たごとく毎 日1gの 食塩を加 えて飼料 とし,

この間適宜にVitamin補 給 の 目的を もつ て

牛乳を与えて飼育を行つた.ま た睡眠,覚 醒

(Demole63))興 奮(橋 本42))に よつ て も変 動

があるため環境状態そ の他には充分な注意を

行 うとともに,屠 殺方法,脳 組織 の圧迫,出

血,組 織の汚染な どに よつ て も成績 の変動が

著明であ るため,こ れ らの点について も充分

注意 して慎重 な操作を行つた.さ らに脳内に

残留せる血液成分に よる影響をな るべ く少 な

くす るために屠殺直後両側頸動脈 より空気を

注入 し残留血液を排除す るよ うつ とめた.

第2章　 実 験 方 法

第1節 潜在性脳局 「ア」猫生成方法

1) 実験動物

成熟猫を使用 した.

2) 抗原

無菌的に採取 した牛血清を56℃ 30分 間加

温し非働性 として使用 した.

3) 感作

非 働化 牛 血 清pro kg 1ccを 股静 脈 に徐 々

に注 射 し,そ の後12日 乃 至14日 後 に側 腹部 皮

内 に牛 血 清0.2ccを 注 射 し, 24時 間 後 に

Arthus反 応 陽 性 となつ た ものを使 用 した.

4) 効果注射

牛血清感作 後3週 間 目に一側総頸動脈 に非

働化牛血清を急速に注入 し,以 後10日 目毎に

左右交互に急性 の ものにおいては2回,慢 性

の ものにおいては4乃 至5回 注射 した.

5) 最終効果注射後の期間

最終効果注射後急性潜在性脳局 「ア」猫は

10日 間,慢 性潜在性脳局 「ア」猫は120日 間

飼育 した後実験 に供 した.

第2節　 屠殺方法

猫を背位に固定 し,無 麻酔のま ゝ正中線上

に大骨膜刀を もつて一挙に胸腔に達す る約5

乃至10cmの 切 開 を 加 え,先 端の彎 曲せ る

大止血鉗子を もつ て心臓基底部 においてこれ

に出入するすべ ての動静脈を一挙には さみ血

流を遮 断す る,同 時に左右総頸動脈 よ り頸静

脈か ら気泡を発す るにいた るまで空気 を注入

した.開 胸 より瞳孔散大す るまで の時間は僅

か30秒 位であ る.

第3節　 脳別出手技

屠 殺 後,頭 頂 部 皮 膚 に正 中切 開 を加 え,側

頭 筋 を 骨膜 とと もに 剥離 し充分 に頭 蓋 骨 を 露

出 し, Pars parieto-temporalisの 部 に 穿 顱

孔 を あ け, Luer氏 鉗子 にて頭 蓋 骨 を硬 脳膜

を損 傷 せ ざ る よ う注 意 しつ ゝ除 去 す る.つ い

で後 頭 部Linea nuchalisに 一 致 し,小 脳 天

幕 の部 に突 出 して い る板 状 の骨を 除 く.か く

の ご と くして硬 脳 膜 の附 着 せ るま ゝ大 脳,小

脳,延 髄 を一 括 して化学 的 に 清浄 な るシ ヤー

レに取 り出 した.

第4節　 脳髄各部の組織片採取法

と り出した大脳の硬脳膜を取 りさつた後,

眼科用小鉗子を もちいて軟脳膜を除去 し,つ

いで大脳を鋭的に灰白質,白 質を分離 しその

おのおのを化学天秤で秤量 した.

第5節　 Calciumの 定 量 法

1) 除蛋白法

秤量せ る組織を ポ ッター ホモゲ ナイザーに

入れ5ccの 画線 ま で飽 和 ピクリン酸溶液を

追加 し電 動機を用いて挫滅混和し均一化溶液

とす る.つ いで これに15ccの 飽和 ピク リン
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酸溶液を追加 して合計20ccの 均 一化溶 液を

作 成 し,こ の溶 液を東洋濾紙No. 7に て濾過

し除蛋白を終つた.

2) 定量法

除蛋 白濾液0.5ccを 取 り柳沢64)の 方法に

な らい光電 比色計を用 いて定量を行 つた.こ

のさい盲検液 としては除蛋 白に用いた と同 じ

飽和 ピク リン酸 の濾 液 を使用 した. Ca標 準

液 も同様 の飽和 ピク リン酸濾液を使用 して作

製 した.ピ クリン酸 の黄色色調は この比色 法

においては赤色を比色す るのであ るから全然

関与 しない.

第6節　 Kaliumの 定 量 法

1) 灰化法

秤量せる各組織 を各々酸化 コルベンに入れ

Neumann65)の 湿性灰化 法 に したがつて灰化

を行つた.

2) 定量 法

完 全 に灰 化 を 終 了 した酸 化 コル ベ ンに蒸 留

水20ccを 注 入 し て 溶 液 と し,そ の溶 液 の

1ccを 使 用 しClausen66), Kramer-Tisdall67)

に な らい藤 井68)の 著 書 の参照 して定 量 を行 つ

た.す な わ ち 上 述 の 溶 液1ccにNa6〔Co2

(NO2)12〕 ・H2Oの 溶 液 を加 え てKをCobalt-

Nitrit一 監(K2Na〔Co(NO2)6〕 ・H2O)と

して定 量 的 に 沈 澱 せ し め こ れを 遠 心分 離 し

H2SO4の 存在 の も とに1/50規 定KMnO4

液 一 定 容量(但 し過剰)を 添 加 してNO2一

基 を酸化 せ しめ 残 つたKMnO4量 を1/100規

定NO2CO2O4液 の一定 容 量(た だ し過剰)で

脱 色 せ しめ,再 びn/50-KMnO4液 で 微 紅色

を 呈す るに い た る まで滴 定 し,こ れ よ り間接

にK-量 を 測定 した.

第3章　 正常猫脳髄のCa

含有量について

以下記載す る値はすべ て新鮮組織100gに

ついての含有量をmg単 位で示 した ものであ

る.な お実験に さいして同一材料 につ き2回

以上の測定 を行つた成績 の平均値を とつ た.

本実験において正常 猫 として使用 した もの

はすべ て潜在性脳局 「ア」猫を飼育 した と同

様の環境及び飼料 にて2週 間以上飼育 した も

のであ る.

第1節　 実験成績

正常猫10例 を用い灰 白質,白 質についてCa

含有量を しらべ た成績 を示せば第1表 及び第

1図 の ご と くで あ る.

第1表

第1図　 正常猫灰白質,白 質のCa含 有量

灰 白質は白質 よ りCa含 有量や ゝ多 く,各部に

おけ る平均値 を とつてみる と,大脳灰 白質では
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7.3±0.92,大 脳 白 質 で は5.8±1.59で あ つ た.

第2節　 小 按

Ca含 有量が 白質 より灰 白 質においてや ゝ

多いのは松本41)の 家兎におけ る成 績 と一致

す るがWeil39)の 人脳,牛 脳に よる報告では

灰白質,白 質双方 ほ ゞ同値である.各 例におけ

る実験は種 々の季節にわ た り行われた もので

あるが,原 島69)の人並びに家兎の血清につい

ての報告に よればCa含 有量は人のみに変動

がみられ るといつているが,私 の大脳組織に

おけ る測定の結果では季節に よる何等 の変化

もみられなかつた.ま た性別に よる差 もみら

れなかつた.

第3節　 小 括

1) 正常猫大脳灰 白質及び白質のCa含 有

量においては個体差は少 く,性 別及び季節的

変動はみられない.

2) 正常猫大脳 においては灰白質は白質 よ

りCa含 有量や ゝ多 く,灰 白質7.3±0.92に

対し白質5.8±1.59で あつた.

第4章　 急性及び慢性潜在性

脳局 「ア」猫脳髄の

Ca含 有量について

第1節　 実験成績

第1項　 急性及び慢性潜在性脳局 「ア」

猫大脳灰白質のCa含 有量

急性,慢 性各10例 につ き大脳灰 白質 のCa

含有量を示せば第2表 及 び第2図 の ごとくで

あ る.な お対照 には正常猫におけ る成績を も

ちいた.

第2表　 灰白質のCa含 有量

第2図　 灰質 のCa含 有量

1) 急性潜在性脳局 「ア」猫大脳灰 白質に

おけ るCa含 有量は平均4.2±1.3で 正常猫平

均値の57.8%で 著明に減少 している.

2) 慢性潜在性脳局 「ア」猫大脳灰白質に

おけ るCa含 有量は平均3.9±1.0で 正常猫平

均値 の53.4%で さらに著明に減少 してい る.

また これを急性の場合 と比較す る とや ゝ低い

値 を しめ しているが,急 性,慢 性間には有意

の差は認め られ ない.

第2項　 急性及び慢性潜在性脳局 「ア」

猫大脳 白質のCa含 有量

急性,慢 性各10例 につ き大脳 白質のCa含

有量を示せば第3表 及び第3図 のご とくで あ

る.

1) 急性潜在性脳局 「ア 」猫大脳 白質にお
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け るCa含 有量 は平 均3.7±1.5で 正常 猫 平均

値 の63.8%で か な り減 少 して い る.

第3表　 白 質 のCa含 有 量

第3図　 白質のCa含 有量

2) 慢性潜在性脳局 「ア」猫大脳白質にお

け るCa含 有量は平均4.3±1.6で 正常猫平均

値 の74.2%で や ゝ減少 している.す なわ ち急

性の場 合に比 し僅かに減少 の程度が軽い.

第2節　 小 括

急性並びに慢性潜在性脳局 「ア 」猫大脳の

灰白質,白 質につ きそのCa含 有量の変動を

しらべ つぎの成績 をえた.

1) 大脳灰 白質のCa含 有量は急性潜在性

脳局 「ア」猫 においては正常猫に比 し著明な

減少を示し,慢 性 の ものにおいて もこの状態

が継続 してい る.

2) 大脳白質においてはそのCa含 有量は

急性,慢 性 ともに明 らかに減少 してお り,慢

性の場 合は急性の場合 よ りも僅かに減少の程

度が軽い.こ の減少は灰 白質におけるほ ど著

明ではない.

第5章　 正常猫大腦灰白質,

白質のK含 有量に

ついて

第1節　 実験成績

正常 猫10例 を もち い灰 白質,白 質 に つ い て

K含 有 量 を しらべ た結 果 は第4表 及 び第4図

の ご と くで あ る.灰 白質,白 質のK含 有量 は

ほ ゞ同 様 で,各 部 に おけ る平 均値 を とつ てみ

る と,灰 白質412.5±11.0,白 質416.6±10.8

で あつ た.個 体 差 も比 較 的 少 く,季 節,性 別

に よる変動 もみ られ なか つ た.

第2節　 小 按

第4表

松 本41)の 家 兎, Weil39)の 人 脳,牛 脳 に よ
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る報告ではK含 有量は灰 白質が 白質 よ り多 く

なつている,し か し私の猫における実験では

灰 白質,白 質両者はほ ゞ相等 しい値を示した.

また原 島69)の 人並に家 兎 血 清についての報

告に よれば, Ca含 有 量 は人のみに変動が認

め られ るが, K含 有量は季節に より両者 とも

に多少の変動があ るといつている.し か し,

大脳組織におけ る実験では季節に よる変動を

み とめなかつた.

第4図　 正常猫灰白質,白 質のK含 有量

第3節　 小 括

1) 正常猫大脳灰白質,白 質 のK含 有量は

個体差少 く,性 別及び季節的変動はみ られ な

い.

2) 正常 猫大 脳 の灰 白質,白 質 に おけ るK

含 有量 は両 者 ほ ゞ同 量で,灰 白質412.5±11 .0,

白質416.6±10.8で あつ た.

第6章　 急性並びに慢性潜在

性脳局 「ア」猫脳髄

のK含 有量

第1節　 実験成績

第1項　 急性並びに慢性潜在性脳局 「ア」

猫大脳灰白質のK含 有量

第5表　 灰白質のK含 有量

第5図　 灰白質のK含 有量

急性,慢 性各10例 につ き大脳灰 白質のK含

有量 を示せば第5表 及び第5図 のご とくで あ
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る.な お対照 には正常猫 におけ る成績を もち

いた.

1) 急性潜在性脳局 「ア 」猫大脳灰白質の

K含 有量は平均413.8±14.2で 正常猫平均値

の100.3%で ほ ゞ等 しい.

2) 慢性潜在性脳局 「ア」猫大脳灰 白質の

K含 有量は平均434.6±16.5で 正常猫平均値

の105.4%で 軽度の増加 をみ とめた.

第2項　 急性並びに慢性潜在性脳局 「ア」

猫大脳 白質のK含 有量

急性,慢 性各10例 につ き大脳灰 白質のK含

有量を示せば第6表 及 び第6図 の ご とくであ

る.

1) 急性潜在性脳局 「ア」猫大脳 白質のK

含有量は平均417.0±11.0で 正常猫平均値 の

100.9%で ほ ゞひ としい.

2) 慢性潜在性脳局 「ア」猫大脳 白質のK

含有量 は平均432.0±14.7で 正常猫平均値の

103.7%で 軽度の増加をみ とめた.

第2節　 小 括

急性並びに慢性潜在性脳局 「ア」猫大脳の

灰白質,白 質につ きそのK含 有量の変動を し

らべ,つ ぎのご とき成績をえた.

1) 大脳灰 白質 のK含 有量は急性潜在性脳

局 「ア 」猫 においては正常猫に比 しほ ゞ同等

の含有量を示すが,慢 性 の ものにおいては軽

度の増加をみ とめた.

第6表　 白 質 のK含 有 量

第6図　 白質のK含 有量

2) 大脳白質のK含 有量 も灰 白質の場合 と

同様 に急性潜在性脳局 「ア」猫では平常猫 と

ほ ゞ同 じであ るが,慢 性 の ものにおいて軽度

の増加をみ とめた.白 質におけ るKの 増加は

灰 白質におけ るよ りもや ゝ軽度であ る.

第7章　 総括並びに考按

私はさ きにのべた ような意図 のもとに,急

性並びに慢性潜在性脳局 「ア 」猫につ いて大

脳灰 白質及び白質 のCa, Kの 含有量を測定 し

てみた.そ の結果大脳灰 白質 においてはCa

は急性,慢 性双方 とも著明な減少を しめし, 

Kは 急性期にお いては正常値 とほ とん ど差異

をみ とめなかつたが,慢 性期においては軽度

の増加がみられた.す なわち これをK/Caで

あらわせば,急 性期にK/Caは 正常 値よ り急

激に上昇す るが この比率は慢性期においてな

お著明 とな る.

大脳白質においてはCa含 有量は急性,慢

性双方 ともに軽度に減少 し, K含 有量は急性

期においては正常値 と相違 をみ とめないが慢

性期に入る と軽度の増加を しめ してお り,こ

れをK/Caで 示せば急性期に増加 をみたその
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比率はほ とん ど同様 の状態を もちなが ら慢性

期に入 る.

このよ うに私の実験成績 においては潜在性

脳局 「ア」猫大脳灰 白質におけ るKの 含有量

は急性期においては正常猫 とほ とん ど同 じ値

をた もつ てお り,慢 性期にいたつては じめて

増加 しているのであ る.い まそ の原 因を考え

るに,教 室の大藤は猫大脳に実験的に脳浮腫

を起 し,そ の状態におけ る無機成分 を測定 し

た結果,大 脳灰 白質のK含 有量は脳浮腫時に

は正常に比し減少す ることをみ とめてお り,

また同じ く教室の西本32)は,最 終感作後7日

目の潜在性脳局 「ア 」猫大脳灰白質運動 領及

び レンズ核においてNissl氏 灰 白がや ゝ疎構

であることより,普 通染色で認めない程 度な

がら漿液浸潤が起つてお り,そ のため組織液

が増加 し脳浮腫 の状態 にあ るのではないか と

いつている.な お,こ れに関 し新山61)は この

状態は2ヶ 月間 存 在 し3ヶ 月以後にな ると

Nissl氏 灰白は密構にな る とい つている.こ

れらの事実 よ り,私 の 生 成 した 潜 在性脳局

「ア」猫大脳 もやは り急 性 期に おいては軽度

の脳浮腫 の状態にあ るのではないか と考え ら

れ,そ のために急性期 において全体的にはK

含有量が多少増加 していても,脳 浮腫に よる

K含 有量 の減少 と相殺 されて成績にあらわれ

ず,脳 浮腫 の消失 した4ヶ 月後,す なわち私

の実験におけ る慢性期にいたつ ては じめて潜

在性脳局 「ア」猫 としてのK含 有量の増加が

実験成績上 にあ らわれて きたのであろ う.以

上のべた よ うな考 えは 白質におけ るKの 変化

においてもあてはめ ることが出来 るもの と思

う.

なお これ らCa, Kの 変化に関 し,梅 田57)伊

藤58),富 田59)等はアナフ ィラキシーショ ック

並びに感作抗原の再注射時におけ る血清Ca, 

Kの 含有量を測定 しその結果Caの 激減 とK

の増加をみているが,こ れは大体24時 間内に

復 旧す ると報告 してお り,こ れらシ ョック時

並びに抗原再注射直後におけ る強 い血清Ca, 

Kの 動揺は,私 の実験では急性の場合 とはい

つても最終感作後7日 目に大脳を採取 した も

のであ るか ら何等関係のない ことではあ るが

しか しなが ら,稀 薄抗原の再注射を反復 して

生成 した潜在性脳局 「ア」猫において もCaは

減少し, Kは 増加 してい るとい う点では一致

してい る.

第1章 において詳述 した よ うに,榊 原28),

笠井29),清 水30),西 本32),立 花33)等の生成 し

た潜在性脳局 「ア 」家兎並 びに猫はカル ヂア

ゾール痙攣閾値が低下 し痙攣準備状態にあ り,

しか もこの ような状態は相当期間永続す るこ

とが報告 され てい るのであるが,私 が これ と

同様の方法で生成 した潜在性脳局 「ア」猫 の

大脳灰 白質,白 質のCa, K含 有量を測定す る

ことに よつて知つたCa含 有量 の減少, K含

有量の増加.と い う結果か ら以上の事実を考

察す ると,潜 在性脳局 「ア」猫においては大

脳灰 白質の興奮性がたか ま り,こ れに ともな

い白質の興奮性 も軽度に上昇 してい ることが

考えられ,し か もこの ような状態は最終感作

の4ヶ 月後において も続 いてい ることが容易

に想 像されるので ある.す なわ ち,潜 在性脳

局 「ア」猫 におけ るカルヂア ゾール痙攣閾値

の低下 とCa, K含 有量差からみた脳髄 の興奮

性 とが よ く一致 していることを知 ることがで

きて きわめて興味深い.

第8章　 結 論

1) 非働化牛血清を抗原 として潜在性脳局

ア猫を生成 し,最 終感作 後7日 目及び120日

目において,そ の大脳灰 白質,白 質 につ いて

Ca, Kの 含有量を測定 し,正 常猫 大脳灰 白質,

白質のCa, Kの 含有量 と比較 してみた.

2) 正常猫大脳灰白質,白 質 のCa, K含 有

量は個体差少 く,性 別 にか ゝわ らず一定で あ

り,季 節的変動はみ とめられない.

3) 正常猫大脳においてはCa含 有量は灰

白質が 白質 よ り多 く, K含 有量は両者 の間に

ほ とんど差がない.

4) 潜在性脳局 「ア」猫では正常猫に比 し

急性期,慢 性期 ともにCa含 有量は少 く,そ

の減少 の程度は灰白質 の方が白質 より強 い.

5) 潜在性脳局 「ア」猫では正常猫に比し
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急性期にはK含 有量の増減はないが,慢 性期

にお いては灰 白質,白 質 の両 者 ともにかな り

の 増加を しめ し,そ の程度は灰白質 の方が 白

質 よ り強い.

6) これ らのCa含 有量 の減少, K含 有量

の増加は脳髄 組織 の興奮性を示す ものであ り

これは潜在性脳局所アナ フ ィラキシーに因す

る もの と考 えられ る.
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On Inorganic Salt Content in the Cat's brain with Latent 

Cerebral Local Anaphylaxis.

PART Ⅰ. Calcium and Kalium content in the cat's Brain with 

latent cerebral local anaphylaxis.

By

K. Yokota

1) Using the inactive cow sera as antigen, the latent cerebral local anaphylactic cats 

were made. Seven days and 120 days after the last sensitisation, the Ca and K contents in 

the cerebral grey and white matter were measured and compared with those of the normal.

2) The individual difference of Ca and K contents in the cerebral grey and white matter 

in the normal cats was little and constant, independent of their sex. No seasonal variation 

was remarked.

3) In the normal cat's blain, the Ca content was more in the grey matter than in the 

white matter, while the K content showed no difference.

4) In the latent cerebral local anaphylactic cats, the Ca content was less in both cases 
of the acute and the chronic types than the normal, in which it was less in the grey matter 

than in the white matter.

5) In the latent local anaphylactic cats, the K content showed no variation in the acute 

stadium comparing with the normal one, but in the chronic stadium it showed a considerable 

increase and the content in the grey matter was more than that in the white matter.

6) These decrease of Ca content and increase of K content indicate the accelerated 
activity of the brain and are considered to be due to the latent local anaphylaxis.


